
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈中情報通信 

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！㈱神奈中情報システム 

第８０号 （令和２年５月） 

㈱神奈中情報システム TEL：0463-22-8804 FAX：0463-22-8815 

■■この「神奈中情報通信」は、私たちと何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■ 

 

◆最前線で戦う医療従事者の方々に心から感謝◆ 

こんにちは！お世話になっております。神奈中情報システムの 

大森です。今回は私が担当です。よろしくお願いいたします。 

まず、この度、新型コロナウイルス感染症に罹患された方々・ 

ご家族・関係者の皆さまには、謹んでお見舞い申し上げます。 

なお、先般、政府より緊急事態宣言が発令されたことに伴い、弊社といたしまして

は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に万全を期し、かつ、社員やその家

族、協力会社をはじめとする関係者皆様の安全と健康を最優先に考慮し、今後も、

政府の方針や、行動計画の動向を踏まえながら、迅速かつ柔軟に対応してまいり

ます。 

さて、日本で新型コロナウイルスの感染者が最初に確認されたのが、１月１５日

です。覚えておりますでしょうか？それ以降、日本国内はもとより、世界的にパンデ

ミック状態になり、近年例を見ない大惨事になっています。この記事を書いている５

月４日現在、国内の状況は、感染者数１５，０５７名、死亡者数５１０名、回復者数

（退院者数）４，３８５名、と予断を許さない状況が続いております。 

コロナのニュースを目にするようになった当初は、中国で起こっている鳥インフル

エンザ騒動くらいにしか捉えていませんでしたが、あれよあれよという間に全世界に

蔓延してしまい、改めて、未知のウイルスの怖さを感じました。 

このウイルスが、多くの人の命や生活を脅かし、また、各国の経済活動まで麻痺

させてしまうのを目の当たりにして、まさに、地震や台風などの天災をしのぐ脅威に 

なっています。 

日本国内においても、政府や都道府県・市町村などの対応や、

医療に従事する関係者の方々のおかげで、最悪の状況には至って

おりませんが、現状、出されている｢緊急事態宣言｣ （２枚目へ→） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【発行元】  

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！ 

株式会社神奈中情報システム  

〒２５４－００３４ 神奈川県平塚市宝町３番１号 

平塚 MNビル１１階 

TEL：０４６３－２２－８８０４ FAX：０４６３－２２－８８１５ 

発行責任者：神奈中情報システム  

■この通信がご不要の方は１枚目をそのままＦＡＸしてくださいますようよろしくお願いいたします■ 

（続き→） でもうたわれているように、｢三密｣を避けることや、手洗い、うがい、咳エ

チケットなど、自分自身での防御を心掛ける必要性を感じ、徹底しています。 

また、この有事の中で、各都道府県の知事さんたちのリーダーシップ力を力強く

感じています。いち早く物事を決定し、可能な限り早く行動に移すという、それこそ、

国民の目線に沿った行動をしてくださっていることには、本当に安心感を覚えます。

平時には見えてこなかったことですが、本当に心強く、頭が下がります。 

それから、ニュースでも見ますが、マスク不足、体温計不足、医療ガウン不足、

消毒液不足、病床の不足などが起こっており、「医療崩壊」という言葉を毎日のよう

に耳にするようになりました。そして、このような物資不足の中、使いまわしのマスク

や、ごみ袋や雨合羽を利用した医療用ガウンで、不眠不休で医療行為に当たられ

ている医療従事者の方々がおられるとのことで、本当に、心から感謝の意を表する 

しかありません。 

今、最前線で戦っておられる医療従事者の皆さんの負荷を少し

でも軽減できるよう、私もウイルスに感染しないよう、また、他の病

気等で病院にかからないよう、最大限の努力をしてまいります。 

◆発行者コラム◆ 

今回の神奈中情報通信では、みなさんがこの新型コロナウイルス感染症の現状

で感じておられるであろうことと、大筋同じようなことを書いた気持ちでおります。こ

れを読んでいただいて、今一度、新型コロナウイルス感染症の最前線で頑張ってお

られる医療従事者の方々への感謝、称賛と、我々一人一人がやらなければならな

いこと、気をつけなければならないことを、再認識していただければ幸いです。一日

でも早く、元の生活が取り戻せますよう、皆さん、いっしょに頑張りましょう！大森 

大森 米山 


